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堺市に開設する新キャンパスに 

２０１０年４月、「健康文化学部」を展開 
－「堺市立商業高等学校・第二商業高等学校校地における大学等高等教育機関設置企画提案」に選定－ 

学校法人関西大学は、２００７年８月に堺市から発表された「堺市立商業高等学校・第二商

業高等学校校地における大学等高等教育機関設置企画提案」に関する公募に対しまして、同年

１２月１３日付で企画提案書を提出のところ、本日（２００８年２月４日）夕刻、堺市から優

先交渉権者に選定されたとのご連絡を受けました。今後、堺市側と協議のうえで３月に基本協

定を締結し、具体的な開設準備を進めていきます。 
 
堺市立商業高等学校・第二商業高等学校の校地には、２０１０年４月から「健康文化学部」

を展開する予定です。同学部には「健康福祉」「スポーツ・身体文化」「健康とユーモア科学」

の三つの領域を設置することになります。在学生に対して健康福祉、スポーツ・身体文化、ユ

ーモア科学などに関する専門的教育を行う一方で、市民が健康で文化的な生活を送ることがで

きるよう、女性、シニア層に対するリカレント教育など各種の支援・連携事業を展開すること

により、積極的な地域貢献を行います。 
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健康福祉領域 
都市生活上の生活福祉問題や高齢者の

健康増進、子育て支援ネットワークの構

築、住民力の育成とコミュニティ支援など

の諸問題を扱う。 

スポーツ・身体文化領域 
単に競技スポーツのみを対象としたもので

はなく、ウォーキングやジョギングなどの身

体運動、東西の身体技法、身体にかかわ

る生活様式などの身体文化を扱う。 

健康とユーモア科学領域 
ヒトの精神と生理を結ぶ笑いのメカニズ

ムと機能を科学的に解明することで、社

会的寛容精神を醸成し、人間関係の改

善に資する。 

地域の問題解決に応える 
新規領域の創造 

女性、シニア層に対する 
リカレント教育 



■健康文化学部の概要 

（１）進出時期  ２０１０（平成２２）年４月 

（２）所 在 地  大阪府堺市堺区香ケ丘町１丁１１番１号 

          最寄駅 南海電鉄高野線 浅香山駅東側すぐ 

（３）土地面積  ２８，７１１㎡ 

（４）建  物  校舎４階建、５階建、体育館、プール、運動場 

（５）名  称  健康文化学部 

領  域 特  徴 代表的な科目（予定） 

健康福祉 

（「生涯安心で健康なくらし

づくり」） 

○少子高齢社会の進展に対応すべく、

次世代を担う福祉専門職者養成の

実践教育を展開 

○「社会福祉士」「福祉科教員免許」

取得 

健康福祉文化論、健康と福

祉のまちづくり、福祉住環

境論、医療福祉施設経営論、

ファミリーサポート論 

スポーツ・身体文化 

（「スポーツタウン構想の推

進」、「豊かな心と夢を育む教

育活動の推進」） 

○スポーツ、身体技法・表現など、身

体と生活に関わる諸問題を実践的

かつ学際的に教育研究 

○積極的な地域社会との連携 

脳と身体の科学、感性と行

動の科学、身体表現方法学、

スポーツライフの構想 

健康とユーモア科学 

（「生涯安心で健康なくらし

づくり」） 

○ヒトがなぜ笑うのか、「笑い」が人

間の心理や生理、コミュニケーショ

ンに及ぼす影響を分析・考察 

○ユーモア、笑いを総合的に研究 

笑いの発達学、笑いの脳科

学、ユーモアの社会生態学、

ユーモアの比較文化論 

新規領域 社会の現実から絶えず問題を汲み取り、地域の諸問題の解決に応え

る領域の創造 

女性・シニア層のリカレント

教育 

女性・シニア層のリカレント教育による「再チャレンジ可能な社会」

の形成を目指す［ＡＬＬ（Alternative Life）支援プロジェクト］ 

 

（６）入学定員  ３００人 

（７）収容定員  １，２００人（学部完成年度以降に大学院を設置予定） 

（８）教員構成  専任教員は２１人を予定（先端的な教育研究水準を確保するために、「斯

界のトップランナー」を客員教授などに任用予定） 

（９）卒業生の主な進路（想定） 

第三次産業、住宅建築(ユニバーサルデザイン住宅)、医療・福祉関連、スポーツ、レ

クリエーションやレジャー・観光産業などを含む一般企業、マスコミ関係、福祉事務

所や児童相談所等の行政職や保健・医療・福祉系施設の専門職をはじめ教員、ＮＰＯ

スタッフ、トレーナーやインストラクターなどのスポーツ指導者、ボディワークなど

の身体技法や身体表現に関する専門職など。 

 



（10）地域との協働 

【地域の教育等への貢献】 

①「南大阪地域大学コンソーシアム」への積極的な参画 

② 特色ある「学校インターンシップ」の展開、派遣型授業の開発 

③ 市内の小・中学校の特別授業への本学教員、学生ボランティアの派遣 

④ 公開講座やセミナーなどにより地域の人材育成に寄与 

⑤ スポーツを通じた新たな都市コミュニティの形成、どの年齢層にも開かれた総合型ク

ラブの創設 

⑥ 福祉関連資格取得のための共同カリキュラムの開発 

⑦ 保健・医療・福祉専門職従事者、スポーツ指導者向けリカレント教育の推進 

【産学官連携】 

①「産学官連携・知財センター」サテライトの設置により、コーディネート機能の強化

充実、単なる文科系学部を超えたハード面でのモノづくりをも担う協力提携事業を推

進 

②「健康福祉開発研究センター」を拠点に、保健・医療・福祉の有機的な連携、住民自

治を基盤としたコミュニティ福祉ネットワークの構築、大学の知的財産の還元 

③ 産学官による共同研究と実践的なプログラムの開発 

④ ボランティア及びＮＰＯの育成と支援 

【理工系学部等との連携によるものづくり支援】 

①ユニバーサル住宅・福祉機器の開発 

②リハビリ用機器・生活支援機器及びロボット技術開発 

【地域への波及効果】 

①学生及び教職員の消費経済活動による直接的な経済波及効果 

②地域産業との産学連携による技術水準の向上 

③地域の教育・文化・スポーツの向上 

 

 

■関西大学の概要 

（１）設 立  １８８６（明治１９）年 

（２）所在地  大阪府吹田市山手町３－３－３５ 

         ＴＥＬ：０６－６３６８－１１２１（代） 

（３）組 織  学 部 法学部  法律学科、政治学科 

            文学部  総合人文学科 



            経済学部 経済学科 

            商学部  商学科 

            社会学部 社会学科 

            政策創造学部 政策学科 

            総合情報学部 総合情報学科 

            システム理工学部  

数学科、物理・応用物理学科、機械工学科、電気電子情報工学科 

環境都市工学部 

 建築学科、都市システム工学科、エネルギー・環境工学科 

化学生命工学部 

 化学・物質工学科、生命・生物工学科 

        大学院 法学研究科 

            文学研究科 

            経済学研究科 

            商学研究科 

            社会学研究科 

            総合情報学研究科 

            工学研究科 

            外国語教育学研究科 

            法務研究科（法科大学院） 

            会計研究科（専門職大学院） 

 

（４）学生数  学 部  ２７，２０９人（男子１７，０２９人、女子１０，１８０人） 

        大学院   ２，０８４人（男子 １，４６５人、女子   ６１９人） 

         計   ２９，２９３人（男子１８，４９４人、女子１０，７９９人） 

                    〔平成１９年５月１日 現在〕 

（５）教職員数 教  員（非常勤を除く）６２９人 

        事務職員（非常勤を除く）４２０人    〔平成１９年５月１日 現在〕 

 

 

【この件に関するお問合せ先】 
関西大学 総合企画室広報課 ／ 鶴丸、北谷 

〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35   TEL：06-6368-0075 FAX：06-6368-1266 
http://www.kansai-u.ac.jp 

 


